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漁民と手をつなぐ広報誌

　6月6日㈰を皮切りに、今年も船凍いか釣り船団は酒田港から続々と出航していきました。残念
ながら昨年同様、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点により出航式は中止となりましたが、
酒田市に拠点を置く「太鼓道場 風の会」の荘厳な太鼓演奏とともに、駆け付けた家族や知人、関
係者で安全航海と大漁を心から願い出航を見送りました。

大漁旗に想いをのせて
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第56回
通常総代会開催

　
第
56
回
通
常
総
代
会
が
６
月
22
日
㈫
午
前
10
時
よ
り
本
所
講
堂
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
総
代
会
に
お
い
て
は
、
未
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

続
い
て
い
る
中
、
蔓
延
防
止
の
観
点
か
ら
昨
年
度
と
同
様
に
書
面
に
よ
る
出
席

（
書
面
議
決
）
を
基
本
と
し
た
運
営
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
本
間
組
合
長
が
挨
拶
を
行
い
、
次
に
実
出
席
さ
れ
た
酒
田
地
区
総
代

の
長
谷
川
保
正
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
第
１
号
議
案
の
令
和
２
年
度
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
関
す
る
件
、
第
２
号
議
案
の
令
和
３
年
度
事

業
計
画
の
設
定
に
関
す
る
件
、
第
３
号
議
案
か
ら
第
８
号
議
案
の
役
員
報
酬
に

関
す
る
件
ま
で
８
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
事
業
概
況

　

令
和
２
年
度
の
本
県
漁
業
に
つ

い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
船

凍
い
か
釣
漁
業
が
不
漁
と
な
る
と

と
も
に
、
沿
岸
に
お
け
る
底
曳
網

漁
業
や
延
縄
、
採
介
藻
漁
業
も
不

漁
で
終
了
し
ま
し
た
。
一
方
で
定

置
網
漁
業
が
水
揚
数
量
・
金
額
と

も
に
増
加
、
さ
ら
に
は
、
漁
期
始

め
よ
り
本
県
沖
に
ス
ル
メ
イ
カ
漁

場
が
形
成
さ
れ
、
県
外
生
い
か
船

が
酒
田
港
に
集
結
し
、
ま
と
ま
っ

た
水
揚
げ
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
総

水
揚
金
額
は
前
年
対
比
１
億
63
百

万
円
増
、
計
画
対
比
で
も
２
億
74

百
万
円
増
の
29
億
54
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

総
水
揚
金
額
の
増
加
と
生
鮮
魚

介
類
の
水
揚
量
の
増
加
は
、
経
済

各
事
業
の
取
扱
増
と
な
り
、
経
営

収
支
状
況
は
概
ね
安
定
し
た
実
績

を
維
持
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
買
取
保
有
在

庫
で
あ
る
冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
に
関

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
物
流
の
停
滞
か
ら
、

前
年
度
繰
越
在
庫
と
本
年
度
買
い

支
え
と
し
た
在
庫
を
逆
鞘
で
の
早

期
販
売
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
は
事
業
費
用
を
抑
え
た

形
と
な
り
、
事
業
収
益
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
終
的
に
令
和
２
年
度
の
当
組

合
の
収
支
実
績
に
つ
い
て
は
、
事

業
利
益
が
34
百
万
円
、
経
常
利
益

に
つ
い
て
も
69
百
万
円
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
、
当
期
剰
余
金
と

し
て
75
百
万
円
の
黒
字
を
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
当
組
合
が
将

来
に
わ
た
り
持
続
で
き
る
協
同
組

合
組
織
と
し
て
事
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
、
確
実
に
組
合
全
体

の
収
支
を
黒
字
化
で
き
る
よ
う
な

収
支
構
造
の
改
善
を
図
り
、
計
画

的
な
内
部
留
保
に
よ
る
財
務
基
盤

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
役
職
員
一
致
団
結

し
て
経
営
改
善
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

主
な
事
業
活
動
と
成
果
に
つ
い

て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
こ
と
か
ら
、
契
約
保
有
高
の
減
少

等
が
影
響
し
、
共
済
事
業
総
利
益
は
11
百
万

円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
て
104
・
６
％
の

実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は
84
・
２
％
の
達

成
率
と
な
り
ま
し
た
。

③
購
買
事
業

　

当
組
合
の
供
給
価
格
に
つ
い
て
も
年
度
内

に
数
回
の
価
格
改
定
を
実
施
し
、
適
正
価
格

の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も

先
行
き
不
透
明
感
の
高
い
中
、
動
向
を
注
視

し
て
参
り
ま
す
。

　

当
組
合
の
主
要
取
扱
品
目
で
あ
る
Ａ
重
油

の
供
給
数
量
は
、
県
外
生
い
か
船
の
入
港
増

に
よ
り
前
年
対
比
103
・
８
％
増
と
な
り
ま
し

た
。
軽
油
に
つ
い
て
は
重
油
か
ら
軽
油
に
切

り
替
え
た
漁
船
の
増
加
に
伴
い
、
前
年
対
比

155
・
４
%
と
な
り
ま
し
た
。
灯
油
に
つ
い
て

は
前
年
対
比
106
・
３
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
石
油
類
全
体
で
の
供
給
数
量
は

前
年
対
比
107
・
６
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

魚
箱
類
に
つ
い
て
は
、
生
い
か
の
漁
獲
量

の
増
加
が
あ
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
魚
価
対
策
と
し
て
の
ス
カ
イ

タ
ン
ク
で
の
販
売
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
魚

箱
出
荷
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
対
比
103
・
８

％
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
資
材
類
に
つ
き
ま
し
て
は
国
の
補
助

事
業
や
制
度
資
金
の
購
買
取
扱
が
あ
り
前
年

対
比
143
・
５
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
購
買
事
業
総
利
益
は
１
億
82

百
万
円
と
な
り
、
計
画
に
対
し
97
・
４
％
の

達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

④
販
売
事
業

　

本
年
度
の
本
県
漁
業
に
お
い
て
、
基
幹
漁

① 

信
用
事
業

　

貯
金
業
務
に
つ
い
て
は
、
計
画
目
標
を
49

億
円
と
し
、
本
年
度
も
「
み
な
貯
金
推
進
運

動
」
等
を
展
開
し
な
が
ら
、
個
人
貯
金
残
高

の
維
持
・
確
保
を
図
り
、
最
終
的
に
年
度
末

残
高
は
、
50
億
68
百
万
円
、
平
均
残
高
で
は

48
億
95
百
万
円
と
な
り
計
画
比
で
103
・
４
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

貸
出
業
務
に
つい
て
は
、
計
画
目
標
を
６
億

83
百
万
円
と
し
伸
長
融
資
に
努
め
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
年
度
末
残
高
は
５
億
83
百
万
円
と

な
り
、
計
画
対
比
85
・
２
%
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
貯
貸
率
は
11
・
５
％
と

な
り
、
前
年
対
比
０
・
４
%
下
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
信
用
事
業
総
利
益
は
22
百
万

円
と
な
り
、
前
年
度
末
対
比
で
４
百
万
円
減

で
あ
り
、
計
画
比
で
は
４
百
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

② 

共
済
事
業

　

長
期
共
済
の
主
力
商
品
で
あ
る
生
命
共
済 

普
通
厚
生
共
済
「
チ
ョ
コ
ー
」
は
推
進
保
障

共
済
金
額
12
億
25
百
万
円
の
実
績
と
な
り
、

建
物
共
済 

生
活
総
合
共
済
「
く
ら
し
」
は

補
償
共
済
金
額
３
億
10
百
万
円
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　

長
期
共
済
契
約
保
有
実
績
で
は
「
チ
ョ
コ

ー
」
は
62
億
92
百
万
円
、
対
前
年
度
比
95
・

０
%
と
な
り
、「
く
ら
し
」
は
25
億
26
百
万

円
と
対
前
年
度
99
・
３
%
と
な
り
ま
し
た
。

　

短
期
共
済
で
は
乗
組
員
厚
生
共
済
「
ノ
リ

コ
ー
」
は
８
億
38
百
万
円
と
達
成
率
83
・
８

%
、
火
災
共
済
「
カ
サ
イ
」
は
53
億
30
百
万

円
と
達
成
率
86
・
０
%
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
組
合
員
の
減
少
や
高
齢
化
、
乗
組
員
の

減
少
、
既
存
建
物
の
取
り
壊
し
な
ど
と
い
っ

た
影
響
か
ら
、
契
約
保
有
高
が
年
々
減
少
傾

軽トラのアップデートはJFマイカーローンで
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種
で
あ
る
底
曳
網
漁
業
は
、
凪
数
の
減
少
で

延
べ
隻
数
が
350
隻
昨
年
よ
り
少
な
か
っ
た
う

え
、
ハ
タ
ハ
タ
、
マ
ダ
ラ
等
主
要
魚
種
の
漁

獲
量
の
大
幅
減
に
よ
り
、
水
揚
高
は
前
年
度

を
１
億
16
百
万
円
下
回
る
７
億
22
百
万
円
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
小
型
い
か
釣
漁
業
は
、
本

県
沖
で
の
漁
場
形
成
と
レ
ン
タ
カ
ー
手
配
等

の
県
外
船
誘
致
活
動
に
よ
り
、
５
月
以
降
年

度
末
ま
で
長
期
間
水
揚
げ
が
続
い
た
こ
と
で

延
べ
２
，
０
０
０
隻
余
り
、
20
万
ケ
ー
ス
の

取
り
扱
い
と
な
り
、
金
額
で
も
５
億
92
百
万

円
と
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、

定
置
網
漁
業
に
お
い
て
は
、
秋
サ
ケ
の
来
遊

が
前
年
対
比
200
％
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

全
国
的
品
不
足
か
ら
高
値
取
引
と
な
っ
た
こ

と
も
追
い
風
と
な
り
、
定
置
網
全
体
の
数
量
、

金
額
と
も
押
し
上
げ
、
水
揚
高
は
前
年
比
170

％
と
な
る
２
億
66
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
総
水
揚
金
額
は
計
画
対
比
で
２

億
74
百
万
円
、
前
年
対
比
で
も
１
億
63
百
万

円
い
ず
れ
も
上
回
り
、
29
億
54
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

買
取
販
売
に
つ
い
て
は
、
主
要
取
引
品
目

で
あ
る
冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ
が
昨
年
に
比
べ
一
定

の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
需
要
減
少
に
よ
り
、
平
均
単
価
は

前
年
よ
り
２
，
２
０
０
円
安
い
５
，
５
０
０

円
ほ
ど
に
下
が
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、

過
度
な
買
い
支
え
介
入
を
控
え
な
が
ら
、
在

庫
の
早
期
販
売
に
努
め
た
結
果
、
冷
凍
品
で

は
６
億
28
百
万
円
、
鮮
魚
を
含
め
た
全
体
で

は
６
億
41
百
万
円
の
販
売
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
魚
価
向
上
に
関
す
る
取
組
み
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
県
内
陸
部
量
販
店
に

お
い
て
春
と
秋
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
試

食
提
供
等
対
面
販
売
が
控
え
ら
れ
た
こ
と
で
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
は
軒
並
み
中
止
さ
れ
、
活
動

は
限
定
的
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
事
業
総
利
益
は
１
億
30
百
万

円
と
な
り
、
計
画
達
成
率
109
・
６
％
、
前
年

対
実
績
率
99
・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

⑤ 

製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　

工
場
生
産
の
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
合
員
に
対
す
る
安
定
供
給
を
優
先
し
事
業

展
開
を
い
た
し
ま
し
た
。
小
型
い
か
釣
漁
業
へ

の
供
給
に
つ
い
て
、
夏
季
、
冬
季
と
も
に
県
外

船
の
入
港
に
よ
り
前
年
対
比
210
％
の
供
給
数

量
と
な
り
、
地
元
漁
業
及
び
定
置
網
漁
業
へ

の
供
給
は
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
数
量
で
前
年
対
比
108
・
１
％

の
４
万
９
千
本
、
供
給
高
で
は
前
年
対
比

106
・
９
%
の
86
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
各
施
設
の
計
画
的
な
保
守
管
理
を
実
施

し
た
こ
と
に
よ
る
修
繕
費
の
増
加
な
ど
に
よ

る
経
費
の
増
加
に
よ
り
、
最
終
的
に
製
氷
冷

凍
事
業
総
利
益
は
35
百
万
円
と
な
り
、
前
年

度
に
対
し
113
・
７
％
の
実
績
率
、
計
画
に
対

し
117
・
５
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

⑥ 

加
工
事
業

　

近
年
、
ス
ル
メ
イ
カ
原
料
の
水
揚
げ
不
安

定
に
よ
る
価
格
変
動
に
伴
い
慢
性
的
に
消
費

が
鈍
化
し
て
い
る
中
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

大
き
く
受
け
、
加
工
商
品
・
加
工
原
料
の
売

上
が
大
き
く
下
振
れ
し
た
こ
と
に
加
え
、
水

産
物
の
漁
獲
量
減
少
に
よ
り
加
工
原
料
向
け

の
価
格
上
昇
と
な
り
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
加
工
製
品
の
主
軸
で
あ
る

鶴
岡
市
学
校
給
食
で
は
地
場
産
利
用
率
を
高

め
、
前
年
度
対
比
140
％
の
12
百
万
円
の
取
り

扱
い
や
、「
山
形
県
産
水
産
物
の
学
校
給
食

へ
の
提
供
事
業
補
助
金
」
の
活
用
で
県
内
全

域
に
よ
る
学
校
給
食
へ
の
ス
ル
メ
イ
カ
製
品
等

の
供
給
に
よ
り
加
工
品
販
売
高
は
前
年
度
対

比
50
百
万
円
増
の
97
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
工
製
造
業
向
け
原
料
販
売
に
つい
て
は
各

社
の
販
売
が
不
調
と
な
り
販
売
数
量
は
大
き

く
落
ち
込
み
、
冷
凍
品
供
給
高
は
前
年
度
対

比
20
百
万
円
減
の
34
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
県
漁
協
直
営
「
庄
内
海
丸
」
の
売

上
を
加
え
た
加
工
事
業
収
益
は
、
前
年
度
対

比
121
％
の
１
億
77
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
工
事
業
直
接
費
は
加
工
原
料
の
在
庫
を

費
や
す
こ
と
に
努
め
、
前
年
対
比
102
％
の
１

億
38
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

産
直
事
業
を
含
め
た
加
工
事
業
総
利
益
は
39

百
万
円
の
実
績
と
な
り
、
前
年
度
対
比
362
％

の
実
積
率
、
計
画
に
対
し
て
559
％
の
達
成
率

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
新
商
品
開
発
強
化
事
業
の
活
用

に
よ
り
、「
庄
内
浜
産
お
さ
し
み
鮭
と
イ
ク

ラ
漬
け
」
の
商
品
開
発
を
手
掛
け
、
国
産
水

産
物
流
通
促
進
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
お
う
ち

で
F
i
s
h
－
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て
販
売

し
、
フ
ァ
ン
投
票
一
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
も
加
工
品
開
発
に
積
極
的
に
取

組
み
販
路
拡
大
と
売
上
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

県
漁
協
直
営
店
「
庄
内
海
丸
」
は
オ
ー
プ

ン
よ
り
５
周
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
着
実

に
お
客
様
も
増
え
て
お
り
、
引
き
続
き
庄
内

浜
魚
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
と
と
も
に
、地
産
地
消
・

魚
食
普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

⑦ 
指
導
事
業

　

県
・
沿
岸
市
町
の
協
力
を
得
て
、
各
種
種

苗
の
放
流
を
実
施
し
、
資
源
の
増
殖
及
び
繁

殖
保
護
に
努
め
ま
し
た
（
放
流
尾
数　

ア
ワ

ビ
２
０
２
，
７
０
０
個
、
ヒ
ラ
メ
１
４
８
，

５
０
０
尾
、
サ
ケ
１
９
５
，
６
０
０
尾
） 

。

ま
た
、
放
流
に
伴
っ
て
放
流
地
点
付
近
を
禁

漁
区
又
は
保
護
区
域
と
設
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
放
流
稚
魚
の
保
護
を
図
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ラ
メ
、
ト
ラ
フ
グ
及
び
ア
ワ
ビ
放
流
事

業
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
取
組
ん
で
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
資
源
状
況
が
悪
化
す
る
現
状

を
鑑
み
、
回
帰
率
や
回
収
率
の
向
上
の
た
め

の
放
流
適
期
・
放
流
手
法
の
再
検
討
を
県
お

よ
び
水
産
研
究
所
、
市
町
と
連
携
し
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
及
び
２
年
度
に
実
施
し
た
経

営
基
盤
強
化
支
援
（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
事

業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
経
営
課
題
に
関
す

る
分
析
・
調
査
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
漁
業

者
に
よ
る
ヒ
ラ
メ
中
間
育
成
を
県
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
放
流
事
業

の
収
支
構
造
の
改
善
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
12
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
漁

業
法
に
つ
い
て
、
行
政
と
の
連
携
を
密
に
し
、

漁
業
者
と
情
報
共
有
の
う
え
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
、
変
化
す
る
手
続
き
の
円
滑
な
運

用
に
努
め
ま
し
た
。

　

水
産
業
競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
事
業

を
活
用
し
、
船
内
機
や
船
外
機
を
更
新
す
る

等
、
漁
業
経
営
の
安
定
と
水
産
物
の
安
定
供

給
を
目
指
す
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

漁
業
経
営
の
改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

中
核
的
漁
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
県
・
市

町
と
連
携
し
、「
浜
の
担
い
手
漁
船
リ
ー
ス

事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
船
建
造
・
代
船
導
入
・
機
関
換
装
等
、

浜
の
漁
業
経
営
構
造
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
１
隻
の
代
船

導
入
と
１
隻
の
機
関
換
装
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

沿
岸
漁
業
の
収
益
性
の
向
上
と
適
切
な
資

源
管
理
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
水
産
業
成
長
産
業
化
沿
岸
地
域
創
出
事
業
」

に
つ
い
て
、
漁
具
を
中
心
に
事
業
推
進
を
図

っ
た
と
こ
ろ
、
集
魚
灯
等
の
更
新
や
漁
網
導

ご存じですか？意外と人気のマイカーローン
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入
の
申
込
み
が
あ
り
、
昨
年
度
の
８
件
の
ほ

か
６
件
の
リ
ー
ス
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

庄
内
浜
産
水
産
物
に
お
い
て
課
題
と
な
る

安
定
供
給
及
び
漁
業
収
入
の
安
定
を
目
指
す

た
め
、
県
の
協
力
を
得
て
、
広
域
浜
プ
ラ
ン

実
証
事
業
を
利
用
し
た
蓄
養
実
証
試
験
（
紅

エ
ビ
の
活
魚
出
荷
試
験
）
に
取
組
み
ま
し
た
。

併
せ
て
、
県
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
県

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
遊
休
水
槽
を
活
用
し

た
蓄
養
モ
デ
ル
実
証
事
業
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
る
救
助
員
の

法
律
上
の
身
分
変
更
を
受
け
、
関
係
市
町
と

昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
協
議
・
調
整
を
行
っ

た
結
果
、
関
係
市
町
と
県
水
難
救
済
会
又
は

救
難
所
が
業
務
委
託
又
は
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
救
助
員
が
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
水
難
救
助
活
動
に
従
事
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

外
国
人
漁
業
実
習
制
度
に
つ
い
て
、
当
組

合
が
監
理
団
体
と
な
り
、
実
習
生
の
受
入
れ

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
型
い
か

釣
り
お
よ
び
定
置
網
に
お
い
て
実
習
中
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
研
修
生
第
11
期
生
７
名
、
第
12

期
生
５
名
に
加
え
、
令
和
２
年
８
月
に
３
号

生
（
第
８
期
生
、
第
10
期
生
）
の
受
け
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
３
号
生
４
名

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
未
入
国
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
令
和
３
年
度
よ
り
小
型
い
か
釣
り
に
お

い
て
実
習
生
の
受
入
れ
を
開
始
し
ま
す
。

　

新
規
漁
業
者
関
係
事
業
に
つ
い
て
、
国
庫

事
業
で
あ
る
漁
業
人
材
総
合
支
援
事
業
で
は
、

長
期
研
修
３
名
（
独
立
型
２
名
、
雇
用
型
１

名
）
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１
名

が
雇
用
さ
れ
（
現
在
離
職
）、
２
名
が
研
修

を
継
続
中
で
す
。
ま
た
、
県
単
事
業
に
つ
い

て
、
１
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
現
在
は

就
業
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

令和２年度　山形県漁協水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船 　 　 名 船 主 名 所属支所等

船凍県内中型船 50t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊浦支所
船凍県外中型船 50t以上 第86若潮丸 石垣漁業㈱ 根室漁協
船凍県外小型船 30t未満 第77漁進丸 ㈲漁進水産 鳥取県漁協

底曳網ほか

15～20t 第28廣德丸 池田亀五郎 さかた総合市場
10～15t 萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
5～10t 第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

は え 縄 ・
一 本 釣
刺 網 ほ か

3t以上 第８海運丸 佐藤　良太 念珠関総括支所

1～3t

海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
龍 鵬 丸 剣持　　浩 念珠関総括支所
海 生 丸 五十嵐健生 由良総括支所
海 皇 丸 本間健太郎 念珠関総括支所

定 置 網 第18仁豊丸 ㈲ 仁 三 郎 由良総括支所

採 介 藻
ほ か 1t未満

幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所

鮮 い か
県 内 船

10～20t 第21清栄丸 大場　誠市 由良総括支所
10t未満 第18久　丸 齋藤　　壽 さかた総合市場

鮮 い か
県 外 船

第38大一丸 中野　正吾 戸井漁協
輝 丸 野呂　秀樹 えさん漁協
第61清運丸 新井田　勝 森 漁 協

令和２年度　鶴岡市水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船　　名 船主名 所属支所等

沖 合 50t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所

底 曳 網
10t以上

萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
第21末廣丸 ㈲末廣水産 念珠関総括支所
昭 栄 丸 佐藤冨士喜 念珠関総括支所

5 ～ 1 0 t 清 徳 丸 佐藤　清紀 念珠関総括支所

沿 岸

3 t 以 上 第８海運丸 佐藤　良太 念珠関総括支所

3 t 未 満
海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
龍 鵬 丸 剱持　　浩 念珠関総括支所
海 生 丸 五十嵐健生 由良総括支所

定 置 網 第18仁豊丸 ㈲ 仁 三 郎 由良総括支所

磯 見 1 t 未 満
幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所

いか市内船 10～20t未満 第21清栄丸 大場　誠市 由良総括支所

令和２年度　水揚優秀船漁撈長表彰
表彰基準 表彰者名 船　　名

県内船
佐藤長悦郎 第38正徳丸
齋藤　春雄 第81金剛丸

県外船 本間　　健 第86若潮丸

令和２年度　酒田市水揚優秀船表彰
区分 漁 業 種 類 船　　名 船主名 所属支所等

県　
　

外
いか釣

50t以上 第86若潮丸 石垣漁業㈱ 根 室 漁 協

30t未満

第38大一丸 中野　正吾 戸 井 漁 協
輝 丸 野呂　秀樹 えさん漁協
第61清運丸 新井田　勝 森 漁 協
㐂 代 丸 二本柳　学 えさん漁協
第18隆輝丸 吉井　隆光 大畑町漁協

県　
　

内

船凍いか釣 30t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所

底曳網　
5t以上 第28廣德丸 池田亀五郎 さかた総合市場
5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場

いか釣
5～30t 第18睦　丸 池田　敏行 さかた総合市場

5t未満
第21大幸丸 讃岐　　隆 さかた総合市場
勝 栄 丸 讃岐　　守 飛 島 支 所

地　 先
3～5t

第12善宝丸 佐藤喜代一 さかた総合市場
金 毘 羅 丸 讃岐　利行 飛 島 支 所

3t未満
第５多喜丸 渡部　伸二 さかた総合市場
豊 幸 丸 佐藤　秀樹 飛 島 支 所

磯　 見 讃 岐 丸 讃岐　一夫 飛 島 支 所

令和２年度
水揚表彰

漁家台帳でみんな安心！JF共済作成中！
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水産関係団体 令和２年度 事業の概要

念珠関総括支所 第五平安丸 五十嵐安貴

念珠関総括支所 大進丸 栗田　義和
加茂出張所 協和丸 株式会社 協和丸
さかた総合市場 清 丸 長谷川保正

日本漁船保険組合 山形県支所
　日本漁船保険組合は６月14日に開催された令和３年度通常総代会において、令和２年度事業報告書並びに決算書、
令和３年度事業計画書並びに予算書が承認されました。また任期満了に伴う役員の選任が行われました。新しい体
制と、山形県支所の令和２年度事業概要を以下のとおりご報告いたします。

日本漁船保険組合　新体制の紹介
会長理事　　三宅　哲夫
副会長理事　中林　博樹
副会長理事　嶋田　栄人
副会長理事　大坂　鉄夫
専務理事　　佐藤　由伸
常務理事　　本田　直久

常務理事　吹上　圭一
理事　　　松田　嘉邦
理事　　　森　　祐
理事　　　福島　哲男
理事　　　阿部　達男
理事　　　鈴木　將之

理事　　黒田　勝春
理事　　平野　仁彦
理事　　藤田　昭夫
理事　　福山　　德
理事　　水主川澄男
理事　　東恩納　博

理事　　　上竹　秀人
代表監事　薮田　国之
監事　　　森﨑　真吾
監事　　　長岡　英典
監事　　　浅田　賢一

〇日本漁船保険組合役員（任期　令和３年６月19日~令和６年６月18日）

〇山形県支所　総代・運営委員（任期　令和３年６月１日~令和６年５月31日）
総代・運営委員長　伊原　光臣（再任）
運営委員　　飯塚　厚司（再任）
運営委員　　本間　元幸（再任）
運営委員　　榎本　敏明（再任）

運営委員　　本間　昭志（再任）
運営委員　　和田　　均（再任）
運営委員　　田代　善幸（再任）
運営委員　　鈴木　徳正（再任）

運営委員　　池田　　薫（再任）
運営委員　　齋藤　辰幸（再任）

令和２年度 無事故漁船所有者等表彰
水産庁長官表彰

日本漁船保険組合会長表彰

表２　漁船船主責任保険等加入実績と保険金支払状況

種　　　類
本年度契約金額 支払保険金

種　　　　類
本年度契約金額 支払保険金

隻数 金額（千円） 件数 金額（円） 隻数 金額（千円） 件数 金額（円）

漁船船主
責任保険

基本損害 533 387,100,000 3 2,248,660 漁 船 乗 組 船 主 保 険 397 335,500 0 0 
乗客損害 83 31,910,000 0 0 漁 船 積 荷 保 険 2 144,000 0 0 
人命損害 61 204,000 0 0 プレジャーボート責任保険 155 20,440,000 4 208,112 

表１　漁船保険地区別加入実績及び支払実績
支 所 名 在籍漁船 加入漁船 保 険 金 額 純 保 険 料 事故件数 支払保険金 損害率 事故率
念 珠 関 147 隻 133 隻 932,650 千円 13,966,635 円 18 件 8,736,989 円 62.6 ％ 13.5 ％

温 海 47 47 185,450 2,851,448 5 638,831 22.4 10.6 
豊 浦 69 68 550,540 9,299,323 14 4,171,028 44.9 20.6 
由 良 68 60 379,360 8,294,064 15 3,772,144 45.5 25.0 
加 茂 55 42 144,120 2,834,375 5 1,762,712 62.2 11.9 
さ か た 総 合 93 83 848,790 17,387,928 24 17,610,757 101.3 28.9 
吹 浦 45 33 130,530 2,572,114 10 10,505,756 408.4 30.3 
飛 島 92 76 305,900 5,853,704 15 16,331,803 279.0 19.7 
そ の 他 5 3 2,370,000 4,928,400 0 0 0.0 0.0 
合 計 621 545 5,847,340 67,987,991 106 63,530,020 93.4% 19.4%
前 年 同 期 641 549 5,827,950 69,744,017 82 73,173,249 104.9% 14.9%
前年同期比（％） 96.9% 99.3% 100.3% 97.5% 129.3% 86.8% 89.1% 130.5%
＊在籍漁船には山形県漁業協同組合所有船「第18漁連丸及び第5ちとせ丸」を含む。
＊在籍漁船隻数は、令和3年3月31日現在。加入漁船数は、令和2年4月1日～令和3年3月31日までの累計。

あなたを笑顔にしたいから　浜の安心サポート運動実施中！
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理
事
会
情
報

令
和
３
年
度　

第
２
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
令
和
３
年
６
月
１
日
㈫　

場　

所
：
本 

所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

令
和
２
年
度
全
漁
連
期
末
監
査
の

概
要
及
び
結
果
に
つ
い
て

２　

令
和
２
年
度
期
末
監
事
監
査
の
報

告
に
つ
い
て

３　

第
56
事
業
年
度
通
常
総
代
会
の
提

出
議
案
に
つ
い
て

４　

令
和
２
年
度
貸
借
対
照
表
･
損
益

計
算
書
及
び
注
記
表
並
び
に
業
務

報
告
書
に
つ
い
て

５　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

６　

令
和
３
年
度
資
金
運
用
計
画（
案
）

に
つ
い
て

７　

令
和
３
年
度
栽
培
漁
業
地
域
展
開

促
進
事
業
実
施
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

【
報
告
事
項
】

１　

令
和
２
年
度
固
定
資
産
減
損
損
失

の
兆
候
に
つ
い
て

２　

令
和
２
年
度
自
己
資
本
比
率
の
状

況
に
つ
い
て

３　

令
和
２
年
度
税
効
果
会
計
の
適
用

に
つ
い
て

４　

酒
田
港
水
産
エ
リ
ア
再
編
整
備
検

討
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

５　

山
形
県
遊
佐
沖
洋
上
風
力
発
電
事

業
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

６　

高
圧
受
電
設
備（
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
）

の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て

７　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
及
び
減
資

に
つ
い
て

８　

そ
の
他 

　

本
県
の
令
和
２
年
度
の
水
揚
高
は
29
億
54

百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
１
億
62
百
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
底

曳
網
漁
業
を
は
じ
め
沿
岸
漁
業
が
総
じ
て
水

揚
不
振
と
な
り
、
特
に
中
型
い
か
釣
り
漁
業
が

大
和
堆
に
お
け
る
中
国
漁
船
の
違
法
操
業
等

に
よ
り
深
刻
な
被
害
を
受
け
、
前
年
を
大
き
く

下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
常
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
漁
業
者
の
高
齢
化
、
魚
価
安
と
燃
油

価
格
の
高
止
ま
り
状
況
、
漁
場
の
急
激
な
変
化

な
ど
も
相
ま
っ
て
漁
業
経
営
を
一
段
と
厳
し

く
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
漁
業
環
境
に
あ
っ
て
、
本
年
は

「
ぎ
ょ
さ
い
普
及
推
進
全
国
運
動
」
の
初
年
度

に
あ
た
り
、「
令
和
の
備
え
も
ぎ
ょ
さ
い
と
ぷ

ら
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
併
せ
て
「
資
源
管

理
･
収
入
安
定
対
策
事
業
」
を
説
明
し
な
が
ら

未
加
入
船
を
中
心
に
推
進
運
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
鶴
岡
市
の
小
型
合
併
漁
業
３
件

の
新
規
加
入
と
、
漁
獲
共
済
で
２
件
の
契
約
割

合
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
前
年
度
同
期
比

で
の
漁
獲
共
済
の
加
入
件
数
は
2
0
9
件
と

８
件
減
少
と
な
り
、
共
済
金
額
に
お
い
て
は
前

年
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
漁
業
環
境
、
経
営
環
境
の
悪

化
が
「
ぎ
ょ
さ
い
と
積
立
ぷ
ら
す
」
に
そ
の
役

割
と
期
待
を
更
に
大
き
く
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
こ
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
漁
業
者
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全国合同漁業共済組合 山形県事務所

事務所別引受実績� （単位：百万円）

事務所 本 年 前　　　年
共済金額 共済金額 増 減

秋田県 885 886 △ 1
※ 山形県 1,845 2,005 △ 160

福島県 4,901 4,858 43
茨城県 17,825 13,828 3,997

東京都・本所 4,943 3,371 1,572
神奈川県 4,819 4,740 79
静岡県 13,266 13,735 △ 469
新潟県 6,436 5,672 764
石川県 11,302 11,536 △ 234
福井県 5,880 6,009 △ 129
愛知県 6,761 6,769 △ 8
京都府 3,502 3,424 78

大阪・和歌山 10,268 9,749 519
岡山県 2,841 2,854 △ 13
鳥取県 13,690 10,150 3,540
島根県 12,034 11,910 124
山口県 6,565 6,630 △ 65
高知県 25,083 20,998 4,085
大分県 19,004 18,269 735
沖縄県 7,362 6,734 628
合　計 179,212 164,127 15,085

事務所別支払実績� （単位：百万円）

事務所 本 年 前　　　年
共済金 共済金 増 減

秋田県 39 34 5
※ 山形県 93 179 △ 86

福島県 139 208 △ 69
茨城県 200 83 117

東京都・本所 56 29 27
神奈川県 287 253 34
静岡県 649 550 99
新潟県 227 176 51
新潟県 562 468 94
福井県 166 124 42
愛知県 437 183 254
京都府 125 82 43

大阪・和歌山 259 251 8
岡山県 544 62 482
鳥取県 279 144 135
島根県 644 248 396
山口県 354 421 △ 67
高知県 171 250 △ 79
大分県 83 76 7
沖縄県 213 174 39
合　計 5,527 3,995 1,532

積立ぷらす� （単位：千円）

事務所 漁業者
積立額

払　戻
補填金

秋田県 46,390 98,480
※ 山形県 68,920 112,560

福島県 207,480 172,760
茨城県 594,520 1,209,480

東京都・本所 372,940 660,320
神奈川県 342,240 730,560
静岡県 1,051,130 2,672,120
新潟県 352,430 774,520
新潟県 666,390 1,671,080
福井県 265,030 575,240
愛知県 269,870 834,480
京都府 183,130 306,240

大阪・和歌山 502,760 649,120
岡山県 126,740 135,680
鳥取県 446,180 753,420
島根県 519,500 1,416,440
山口県 293,980 690,430
高知県 867,680 764,550
大分県 888,720 805,640
沖縄県 158,530 373,040
合　計 8,224,560 15,406,160

（令和２年度　20都府県事務所別 実績一覧表）

ぎ
ょ
さ
い
加
入
で

�

安
心
経
営

つなぐちゃん

あなたの相棒、JFマイカーローンで見つけよう！
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ＪＦ共水連東北事業本部　山形支店
　
Ｊ
Ｆ
共
済
は
２
０
２
０
年
度
「
浜

の
安
心
を
未
来
へ　

～
ひ
ろ
げ
よ
う

共
済
の
輪
～　
Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計

画
（
２
０
２
０
年
度
～
２
０
２
２
年

度
）」
の
初
年
度
と
し
て
、
浜
の
あ

ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
主
体
と
し

た
「
組
合
員
・
地
域
住
民
の
暮
ら
し

の
保
障
に
万
全
を
期
す
」
と
い
う
全

体
目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

　

本
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
は
「
ひ

ろ
げ
よ
う
共
済
の
輪
２
０
２
０
や
ま

が
た
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
！
」
を
掲
げ
、
共
済
事
業
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
普
及
推

進
並
び
に
、
各
種
研
修
実
施
等
に
よ

り
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。
ま

た
、
東
北
６
県
合
同
に
よ
る
「
東
北

ま
る
ご
と
！
Ｊ
Ｆ
共
済
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
な
い
、

事
業
量
目
標
の
早
期
達
成
に
向
け
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｊ
Ｆ
共
済
の
基
幹
種

目
で
あ
る
生
命
共
済
「
チ
ョ
コ
ー
」

は
、
推
進
保
障
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
一
方
、
建
物
共

済
「
く
ら
し
」
で
は
新
規
補
償
目
標

達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

厳
し
い
漁
業
環
境
の
な
か
、
共
済

加
入
等
に
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
対

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
や
信
頼
に
お
応
え
出
来
る
よ

う
、
Ｊ
Ｆ
や
ま
が
た
と
一
体
と
な
っ

て
「
ふ
れ
あ
い
型
」
推
進
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆JF共済　2020年度加入状況

共　済　種　類
実　　績 保　　有

件数 共済金額 件数 共済金額

長
期
共
済

チョコー
新　規

129
123,710 1,003 657,360

純新規 110,300 ― ―
く ら し 28 35,700 221 265,930

年　金
新　規 3 26

398 2,370
増　額 7 22

短
期

ノリコー 253 86,000 ― ―
カ サ イ 370 576,149 ― ―

☆2020年度共済金支払状況
普通厚生共済（チョコー）

満 期 85 件 16,322 万円
死 亡 4 1,214
入 院・ 通 院 他 71 611

計 160 18,147

乗組員厚生共済（ノリコー）

死亡 2 件 400 万円

入院他 6 82

計 8 482

火災共済（カサイ）
6 件 508 万円

団体信用厚生共済（ダンシン）
0 件 0 万円

生活総合共済（くらし）
満期 13 件 2,050 万円
事故 13 614
計 26 2,664

漁業者老齢福祉共済（ねんきん）
年金 208 件 3,020 万円
死亡 0 0
計 208 3,020

（単位：件、万円）

原点回帰　協同の力

笑顔がいっぱい　ＪＦ共済

がんばろう漁業  浜の応援団

「JF共済３か年計画」
運動スローガン

（2020年度～2022年度）

「浜の安心を未来へ
　～ひろげよう共済の輪～」

家族の笑顔を引き出すリフォームローン
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海と食の地域モデルin庄内浜実行委員会事務局

　昨年度、天然鯛を使用した「鯛だし麺」を各飲食店で販売するキャンペーンや、
様々なイベントを実施してきた海と日本プロジェクトの「トトタベローネ庄内浜」が、
今年から「天然印　庄名浜テロワール」という名前にリニューアルして再始動します。
　庄名浜テロワールでは、天然魚、浜文化のすばらしさを伝え、人々に海に目を向
けてもらうべく、よりパワーアップした様々なキャンペーンやイベントを実施予定！
　「鯛だし麺キャンペーン」も７月24日からスタートします。
　人々が庄内の天然魚を食す機会、海の事を考える機会を作っていきます！

始動！

全国漁業信用基金協会 山形支所　

（金額単位：千円）

区　　　　分
前年度末保証残高 保　証　額 償　還　額 代　弁　額 本年度末保証残高
件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

近 代 化 資 金 55 433,596 14 89,740 9 58,341 - - 60 464,995 

一
般
資
金

金融公庫資金 - - - - - - - - - - 
一般緊急融資資金 - - - - - - - - - - 
借替緊急融資資金 - - - - - - - - - - 
その他一般資金 56 72,289 5 12,160 23 27,961 - - 38 56,488 
小 計 56 72,289 5 12,160 23 27,961 - - 38 56,488 

計 111 505,885 19 101,900 32 86,302 - - 98 521,483 

⑴　会員と出資金
　会員数は、新規加入０名、脱退４名により、前年度
末より４名減少し、本年度末会員数は56名であります。
また、出資金は、口数の増加により350千円増加する一
方、脱退会員に対する払戻により6,400千円減少し、本
年度末出資金は659,600千円となりました。

⑵　保証業務
　年間保証計画額100,000千円（漁業近代化資金：75,000
千円、その他一般資金：25,000千円）を目標に保証推進
を行った結果、年間保証引受額は19件101,900千円とな
り、その結果、本年度末保証残高は98件521,483千円と
なりました。前年度末対比では、件数では13件減少し、
保証残高では15,598千円増加しております。
　なお、資金種類別の保証状況は下表のとおりであり
ます。

⑶　代位弁済と求償権
　代位弁済は発生いたしませんでした。一方、求償権
の回収については、極めて厳しい情勢の中で積極的な
回収努力と支払協力による回収で14,447千円（計画額
6,433千円、達成率224％）の回収を図ることができまし
た。その結果、本年度末求償権残高は、前年度より２
件14,447千円減少し、124件1,194,220千円となりました。

⑷　収支
　収入については、保証料収入は計画を若干下回りま
したが、有価証券売却による売却益が発生したこと等
が影響し、収益合計は計画額を23,636千円上回る41,270
千円となりました。
　一方、費用については、保険料支出は計画を若干下
回り、事業管理費等の経費削減に努めたことから、費
用合計は計画額を2,456千円下回る14,097千円となりま
した。
　その結果、当期利益金は計画額1,081千円に対し、
26,092千円増加の27,173千円計上する結果となりました。
　今後も国の施策事業を積極的に活用し、漁業金融の
円滑化を促進するとともに、保証基盤の強化を図り、
中小漁業者等の漁業経営の改善と安定化に寄与できる
よう努めて参りたいと考えております。

⑸　役員の異動
　　就任（令和３年７月１日）
　　　担当監事　近野　広行
　　退任（令和３年６月30日）
　　　担当監事　髙橋　和博

軽トラのアップデートはJFマイカーローンで
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　酒田海上保安部長の梶原と申します。読者の皆様方におかれましては、常日ごろから海上保安業
務へのご理解・ご協力を賜り深く感謝申し上げます。
　この度「すいさん山形」様から執筆のご依頼があり「その心は？」とお尋ねしたところ「新規就
業者の人材育成」に関して経験から何か良い話はないか？とのことで、どこの組織においても同じ
課題を抱えており大変難しいものと認識しつつもお受けしたしだいであり、ご参考になれば幸甚です。
　私は、前任地で海上保安学校門司分校長をしており、船舶、航空機等に関する国家資格を既に持
って海上保安庁の試験に合格した19歳から55歳の「海上保安官のたまご」に対して、６ヵ月間の全
寮制の中で海上保安官の基礎知識・技能等を修得させるため教壇に立っておりました。
　「海上保安官である前に“良き社会人”であれ！」「糧を得るためだけではなく仕事に“生きがい・
やりがい”を求め感じるものでなければ長くは続かない！」「ゲームばかりせずに人格を磨き、能力
を高め、個人を充実させるための“自己研鑽・自己啓発”をせよ！」「最も大切なことは“人との絆”
である！」等々を説いていました。
　研修生は、海上保安官に成るという覚悟をもって入校してきますので、初心を忘れることがない
ようにしつつ、現場の大変さや、このような精神論の話をすると不安になり辞めたいと言う者もい
ましたが、そこで、仕事は一人でするのではなく同僚・上司等と協力してするものであり、その先
にある「使命感」（生きがい・やりがい）等々を更に情熱的に説明すると、元気に「がんばります！」
と返事をしてくれました。
　少子高齢化や若年層の海離れ等で「海で働く」人材確保が難しい時代、海上保安庁も例外ではな
く「人材育成」は最も重要な課題の一つであり、それに対する特効薬やワクチンはないものの、個
人を尊重しつつ、その個人がこの仕事をして良かったと思い成長するように組織として導くこと、
そして、組織として働き方改革、ハラスメント根絶等々、ハード面ソフト面で職場環境の改善を図
り「魅力ある職場づくり」をすることが大切であると考えております。
　最後に、水産業の益々のご発展と海で共に働く水産業に携わる皆様方のご健勝、ご多幸、ご活躍
並びに航海・操業の安全を祈念申し上げます。

昭和36年生まれ、宮城県気仙沼市の出身で、趣味は釣りとト
レッキング。昭和58年に海上保安庁入庁。初任は第二管区
海上保安本部で勤務し、その後、北海道から沖縄県の全国各
地の巡視船や陸上での勤務を経て、平成31年に海上保安学
校門司分校長に就任。今年３月に酒田海上保安部長に就任し
た。日に焼けた優しい笑顔が魅力的な梶原保安部長です。

新規就業者の人材育成について

JF共済「浜のあんしんサポート運動」にご協力下さい！
　当組合では、JF共済「浜のあんしんサポート運動」を行うにあたり、ご契約中の保障（補償）
内容の確認や漁家（お客様）台帳の整備、共済金請求忘れが無いかの確認など、より皆様
にご満足・ご納得いただけるよう活動しております。
　組合員・地域住民の方々並びにすでにご加入頂いている皆様には、当組合職員よりお声を掛
けさせていただくことがあります。その際には何卒ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

海上保安学校門
司分校長時代のエピソード

酒田海上保安部長
　梶原　主税 氏

執筆者紹介

山形県漁協でも新規就業者を随時募集しております。
興味のある方はお気軽にご相談ください。

ご存じですか？意外と人気のマイカーローン
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前 年 度 水 揚 金 額 対 比 表
令和３年６月30日現在 （単位：㎏，千円）

6月数量 本年度数量 前年度数量 数量増減 6月金額 本年度金額 前年度金額 金額増減
1 底曳網漁業 356,705 667,771 722,567 ▲54,796 106,877 225,042 174,790 50,252
2 刺網漁業 13,961 45,982 39,350 6,632 5,739 23,380 16,072 7,308
3 いか一本釣漁業 22,340 23,865 284,175 ▲260,310 11,472 12,361 118,676 ▲106,315
4 船凍いか釣漁業 0 0 0 0 0 0 0 0
5 はえなわ漁業 21,862 44,144 36,708 7,436 35,247 65,037 36,833 28,204
6 ごち網漁業 12,673 14,203 11,785 2,418 4,404 5,048 4,900 148
7 定置網漁業 80,533 265,476 233,446 32,030 14,265 51,374 41,370 10,004
8 採貝藻漁業 19,144 36,378 34,935 1,443 15,607 38,678 29,946 8,732
9 その他の漁業 87,898 195,658 157,690 37,968 25,807 47,750 40,717 7,033

10 張網漁業 138 3,103 6,261 ▲3,158 85 1,298 2,442 ▲1,144
11 遊漁、直売、県外 0 0 0 0 1,247 5,729 5,716 13

合計 615,254 1,296,580 1,526,917 ▲230,337 220,750 475,697 471,462 4,235

水揚数量対比表
800
700
600
500
400
300
200
100
0

い
か

底
曳

定
置

延
縄

刺
網

他

前年度数量
本年度数量

単位：トン

250

200

150

100

50

0
い
か

底
曳

定
置

延
縄

刺
網

他

前年度金額
本年度金額

単位：百万円 水揚金額対比表

　今回は、魚醤についてのお話です。皆さんは、魚醤
と聞いて何を思い浮かべるでしょうか。お隣秋田県の
特産品である「しょっつる」を思い浮かべる方が多い
かもしれませんね。他にも石川県特産の「いしる」、エ
スニック料理でおなじみの「ナンプラー」など、土地
の水産物が原料となったバリエーション豊かな調味料
です。その歴史は古く、日本では奈良時代から食され
てきたとか。

　そんな魚醤は、作り方がとてもシンプルです。必要
なのは新鮮な魚、たくさんの塩、そして長い時間の３
つだけ。土地によって細かな製法は異なりますが、基
本的には新鮮な魚に飽和量の塩を加え、ときどきかき
混ぜながら１年以上熟成します。時間をかけ発酵、分
解されたのち、ろ過と煮沸をすることで独特の風味を
持った魚醤が完成します。その製法のシンプルさや完
成形から、近年では低・未利用魚の活用法としても注
目されています。
　実は、水産研究所でも庄内浜の低・未利用魚を活用
する取組みの一環として、ゲンゲを材料にした魚醤の
試作をしています。材料は図１のゲンゲ３種類ですが、
これがなかなかのくせ者でした。グロテスクな見た目
や特有のゲンゲ臭と戦いながら魚醤をかき混ぜる日々。
本当に食品が完成するのか不安で仕方ありませんでし
たが、仕込んでから１ヵ月ほどでゲンゲ臭が軽減し、お
いしい魚醤完成へ希望が持てるようになりました。３
種のゲンゲ魚醤は、今秋完成予定です。「試食をしてみ
たい」という方はぜひ水産研究所までご連絡ください！！

水産研究所資源利用部　研究員　五十嵐悠

魚醤のおはなし

水研水研

図１　原料のゲンゲ（上からアゴゲンゲ、クロゲンゲ、ノロゲンゲ）

漁家台帳でみんな安心！JF共済作成中！
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●
次
第
に
日
差
し
が
強
く
な
り
、
夏
の
始
ま
り
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記
を
作
成
し
て
い
る
現
在
も
30
℃
を
超

え
る
真
夏
日
と
な
る
日
が
あ
り
、
皆
様
の
お
手
元

に
す
い
さ
ん
山
形
が
届
く
こ
ろ
に
は
、
更
に
夏
の

暑
さ
を
感
じ
て
い
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。
暑
さ
に

負
け
な
い
よ
う
、
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け
て
水

分
を
こ
ま
め
に
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
７
月
に
入
り
、
底
曳
網
漁
業
が
休
漁
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
代
わ
り
に
市
場
に
は
夏
の
味
覚
の
岩
牡

蠣
や
ニ
シ
貝
、
甘
鯛
な
ど
が
水
揚
げ
さ
れ
て
お

り
、
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
夏
と
い
え
ば
庄
内
で
は
ス
ル
メ
イ

カ
の
水
揚
げ
が
あ
り
、
地
元
の
漁
業
者
だ
け
で
な

く
県
外
か
ら
も
い
か
釣
り
船
が
や
っ
て
き
ま
す
。

現
在
は
ま
だ
漁
獲
量
は
多
く
な
い
よ
う
で
す
が

こ
れ
か
ら
の
大
漁
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
去
年
の
1
月
か
ら
国
内
で
コ
ロ
ナ
が
感
染
確
認

さ
れ
て
か
ら
1
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。
都
市
部
で

は
い
ま
だ
に
一
日
に
5
0
0
人
を
超
え
る
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
形
県
で
は
一
日

当
た
り
の
感
染
者
数
が
0
～
5
人
と
落
ち
着
い

て
き
て
い
る
か
と
安
心
し
た
矢
先
に
、
ク
ラ
ス
タ

ー
が
発
生
し
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
安

心
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
始
ま
っ
て
お
り
、
身
近
に
も
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
し
た
と
い
う
人
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
県
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
こ
の
庄
内
地

方
に
訪
れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
マ

ス
ク
を
し
っ
か
り
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止

に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
漁
業
者
を
含
め
地
域
の

方
々
に
と
っ
て
身
近
で
魅
力
的
な
浜
の
情
報
発

信
と
し
て
、
す
い
さ
ん
山
形
を
役
立
て
て
頂
け
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
や
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形
県
漁
業
協
同
組
合
　
さ
か
た
総
合
市
場
　
　

佐
藤
　
真
生

編

集
後

記

今あがっている魚　ー 6月のベストテン ー 　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ す る め い か 85,033 → １ す る め い か 253,917 →

２ ま ぐ ろ 類 35,566 → ２ べ に ず わ い 62,250 →
３ た い 9,455 → ３ ほ っ け 49,033 →

４ も ず く 9,390 → ４ あ じ 31,514 →
５ べ に ず わ い 8,715 → ５ ぶり・ い な だ 29,168 →
６ か き 貝 8,186 → ６ た い 26,221 →
７ あ じ 5,177 → ７ ま ぐ ろ 類 20,189 →
８ ほっこくあかえび 3,731 → ８ も ず く 10,083 →
９ ぶり・ い な だ 3,655 → ９ か き 貝 10,060 →
10 ほ っ け 3,522 → 10 た ら 9,032 →

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

５月末迄水揚累計 250,467 10,058 6,201 54,831 25,621 41,824 25,541 7,065 79,326 

月
間
水
揚

県内船水揚 208,029 10,800 12,746 27,885 14,962 39,716 20,066 7,679 74,175 

県外船水揚 11,473 0 0 2,949 0 0 0 0 8,524 

合 計 219,502 10,800 12,746 30,834 14,962 39,716 20,066 7,679 82,699 

前 年 同 月 水 揚 272,761 12,317 10,342 103,365 11,281 21,449 14,148 5,667 94,192 
本
年
度
水
揚

県内船水揚 457,608 20,858 18,947 82,713 40,583 81,540 45,607 14,744 152,616 

県外船水揚 12,361 0 0 2,952 0 0 0 0 9,409 

合 計 469,969 20,858 18,947 85,665 40,583 81,540 45,607 14,744 162,025 

前年度水揚累計 465,739 21,045 13,874 147,379 29,211 55,398 33,089 8,292 157,451 

増 減 4,230 -187 5,073 -61,714 11,372 26,142 12,518 6,452 4,574 

本年度水揚計画 2,620,000 85,000 67,000 1,357,000 125,000 280,000 168,000 34,000 504,000 

達 成 率 17.9% 24.5% 28.2% 6.3% 32.4% 29.1% 27.1% 43.3% 32.1%

水　揚　情　報令和３年６月30日現在 （単位：千円）

あなたを笑顔にしたいから　浜の安心サポート運動実施中！



大特集 ヒット商品の裏側に迫る!!

漁協の大先輩に聞いた話によると、いかの塩辛の歴史は、昭和48年頃、山形県漁業公
社があった時代にさかのぼり、当時の職員が北海道に視察に行き、塩辛の製造方法を学
んで作り出したそうです。製造開始当初は船凍いか釣り船は無く、昭和50年代に入っ
て船凍いか釣り船が続々と誕生し、その後、改良に改良を重ねて現在の塩辛が完成した
とのことです。

これだけ手が込んだ
製品だからこその
ヒット商品！！

　愛され続けて約半世紀、年間
数千パック以上を売り上げ続け
ている由良水産加工場の大ヒッ
ト商品「いかの塩辛」ですが、今
回は、どんなふうに製造されて
いるのか、そのおいしさの秘訣
を探り、お伝えしたいと思います。

使われている原料は、刺身で食べられるほど新鮮な、大型の船
凍いか（船上で急速冷凍させたもの）で、「いかのまち」でお
なじみの酒田港で水揚げされたするめいかを使用しています。

パック詰めして完成！

船凍いかを流水解凍し、いかの胴を
ひらいて脂ワタを取る。ゲソの口や
目元を開いて胴体と離し、吸盤を取
って足先を切り落とす。

下処理1

食べやすいサイズにカットする。

裁断4

身の薄皮等を除去し丁寧に洗浄。

洗浄2

すったワタ等を加え、よく混ぜ合わ
せながら冷蔵庫で数日寝かせる。

調合＆熟成5
乾燥機に入れ、
余分な水分を
取り除く。

乾燥3

いかを一度
乾燥させることで
うまみが凝縮！

使用する脂ワタは特に厳選しており、
取り出してすぐ使用するのではなく、
1度塩漬けにして2か月以上
寝かせた熟成ワタを使用！

庄内地方のお土産店や道の駅、量販店
等で販売のほか、由良水産加工場でも直
売しています！いかの塩辛がセンターを飾る
「夏のお中元セット」も絶賛発売中です！！

裏
話

〜いかの塩辛ができるまで〜

編集・発行／山形県漁業協同組合  酒田市船場町二丁目２番１号   代表理事組合長  本間　昭志
　　　　　　☎ 0234－24－5611　FAX 0234－22－6455　http://www.kengyokyo.or.jp/令和３年７月号　第359号

山形県漁業協同組合広報誌


